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箱根町立湯本幼児学園 

新年のお喜び申し上げます。本年もよろしくお願いし

ます。園庭ではミニ水仙が咲き始め、自然界では春が訪れ

ているようです。 

今年は乙巳(きのとみ)⇒しなやかに伸びる草木を表し

ていて、困難があっても紆余曲折しながら進むことを意

味するそうです。また、脱皮をする蛇のイメージから『再

生と変化』を意味するそうです。へびは神様の使いとして

信仰されてきました。『努力して物事を安定させていく』

年になると考えられています。 

皆様にとって、努力して夢や目標を叶えていくような

年となりますようお祈りいたします。 

1/27(月)お正月遊び 

年末から、カルタ、福笑い、羽根つき、こま回しなど日本の伝統的な遊

びで遊んでいます。今月末にはお正月遊びをします。 

こま回しやけん玉など『できるようになりたい』という思いから毎日練

習し、できるようになると満面の笑みで「先生見てて」と自信たっぷりに

見せる子どもたちです。今年は社会福祉協議会の方々・地域の方々がいら

してくださいます。子どもたちが日本の文化を継承し、遊びの楽しさを味

わえる会になると良いです。 

1/6には郷土資料館で行われたお正月を楽しむ会に参加

しました。箱根かるたやけん玉など楽しんだ後、七草がゆ

を食べさせていただきました。カルタやけん玉は園でも遊

んでいますが、ところ変わると新鮮なようでした。 

「せり、なずな、ごぎょう、はこべら、ほとけのざ、すず

な、すずしろ、これぞ七草」と 4拍子のリズムに合わせて

言うと「なにそれ」と言っていましたが、子どもの頃に覚

えたことは一生忘れません。ぜひご家庭でもお話してみて

ください。 

日本の伝統行事に触れることは古くから宿る精神に触 

れることで自分たちのル 

ーツを知り、誇りをもって 

生きることや新しいことを 

始めるときの手掛かりにな 

ります。 
3 学期の始業式に子どもた

ちに話したことは、今学期も

「えがおであいさつ」「げん

きにおへんじ」です。挨拶や

返事をすることで明るい笑

顔や声があふれる毎日を送

りたいと思います。 

皆が支えあい、思いやり、

温かい気持ちで過ごせるこ

とを願います。 

◎箱根一貫教育の合言葉 
『箱根を愛し かしこく やさしく たくましく』 
◎湯本幼児学園個性化目標 
『異年齢保育を生かした園づくり』 

アンケートにご協力ありがとうございました。 

結果は近々お返しします。貴重なご意見を今後の

園運営に生かしていきたいと思います。 

1/14 出初式 
４.５歳児が出初式に参加しました。『消防隊や

消防団が新年の初めに行う行事で、子どもたちは

法被を着て踊ったり歌ったりして火災予防を呼び

かける役目があること』を話すと『知ってる！知っ

てる！僕のお父さん消防団だもん。火の用心に回

っているよ』『私のお父さんもだよ』と子どもたち。 

そして、本番は『それゆけ！キッズ消防隊』と

『100％ゆうき』元気よく披露しました。一人一人

の表情が自信に満ち、清々しくまた一つ成長した

ことが分かりました。 

終わると「あ～たのしかった」とほっとした表情

を見せていました。 

その後、早川での放水を見に行き、ピンク、水色、

黄色と色づいた放水に「にじがでている！」「きれ

いだね」「すごいね」と感動していました。 


